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地域別構想

序章第I章

◆日野宿地域には、季節の移り変わりが感じられる仲田公園や崖線の緑などがあり、また、多
摩川や湧水・用水など、恵まれた水辺環境を有しています。

◆しかし、河川敷の開発やゴミの投げ捨て等により、多摩川の生態系が壊されようとしています。
◆また、用水路は暗渠化され、人々の目から水辺が見えなくなっています。
◆緑の保全や多摩川の生態系の保持を進めながら、豊かな緑を自然体験の場として活用し、ま
た、河川敷を子どもたちが自然の中で遊べる場として整備することが求められています。

◆さらに、用水路を活かして水辺のあるまちに仕立て、守り育てていかなければなりません。

◆日野宿地域には、街並みが整った住宅地があります。
◆また、用水のある風景や、古い民家や祭りなどの歴史的遺産が残されています。
◆これらのさまざまな資源を守り育てるためのルールづくりや対策が必要とされています。
◆また、これらの資源を見直すことにより、ふるさと意識を育み、まちづくりへのエネルギーと転
換していくことが期待されています。

◆日野宿地域には、道路が狭く、安心して歩くことのできない道があります。
◆誰もが安心して利用できるような道路環境を整えることが求められています。
◆また、日野宿地域には、モノレール甲州街道駅があり、新しい地域の財産として育てていくこ
とが求められています。

◆日野駅は「日野の玄関」としての役割を担っています。
◆誰もが利用しやすく、「杜の駅」など個性ある日野駅づくりを進めていきたいと思います。
◆また、駅周辺の商店街にはあまり活気がありません。
◆日野駅を交流拠点とし、対面販売ができるような商店街づくりが求められています。

◆日野宿地域には、日野の産業を支えてきた工場があります。
◆地域の生活に溶け込むような住宅地と工場との共存のあり方を考えていかなければなりま
せん。

◆日野宿地域では、住み続けたいと思えるまちが求められています。
◆そのためには、災害時にも危険性が少なく、安心して子育てができる環境が整い、誰もが自
由に過ごせる居場所があり、人と人とがふれあえる場のあるまちづくりが望まれています。

◆近年、まちづくりに対する関心が高まっています。
◆誰もが気軽にまちづくりに参画できるような環境を整備していかなければなりません。

現 況 と 課 題

自然

交通

日野駅

工場

安心

参画

ふるさと意識

日野宿地域

かつての日野人の心が息づくまち

Vー2 地域別まちづくり詳細計画
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地域別構想

序章第I章

いつまでも多くの生き物とともに暮らしていけるように
身近な自然を大切に育てていく暮らし

●日野宿地域には、仲田公園や崖線の緑など、季節の移り変わりが感じられる自然があります。また、
多摩川や湧水・用水など、水辺環境にも恵まれています。

●緑地の公有化や緑地保全のための新制度設立などによって自然を守るだけではなく、自然を体験し、
楽しむことのできる環境を整備することによって、自然に棲む生き物と共生できるような暮らしを
目指します。

暮らし方の目標

・仲田公園と周辺緑地の暫定的開放
・地域住民による仲田公園の活用方法の検討
・自然の大切さを学び体験できる公園づくり

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

・緑地の公有地化とそれによる湧水の保全
・緑地保全のための基金やトラストの設置
・PFIによる緑の保全・整備・活用方策の検討
・管理のための組織や仕組みづくり

・生き物が棲みやすい環境の保全と創出
・生態系に配慮した自然を楽しめる場の整備
・ゴミ捨ての禁止規制
・地域住民による清掃
・地域住民との協働によるスーパー堤防計画の検討
・「多摩川を遊ぶ」イベントの開催
・立川市、国立市との連携
・ホームレス対策

・あぜ道や用水路を活用した遊歩道の整備
・ハイキングコース（サイクリングロード）の整備

・用水路を開渠にし、親水性のある用水路として整備
・地域住民による清掃
・自然の大切さを学ぶ機会づくり
・「清流祭り」の開催

【自然体験の場づくりプロジェクト】

【緑の保全プロジェクト】

【多摩川を守り楽しむプロジェクト】

【水辺の散歩道プロジェクト】

【用水路を活かそうプロジェクト】

身近な生き物がずっと住み続けられるよ
うに多摩川の自然を大切にしていこう

身近な生き物がずっと住み続けられるよ
うに多摩川の自然を大切にしていこう

身近に季節の移ろいが感じられる仲田公
園や崖線の緑を保全し、活用していこう

水路脇や多摩川の土手・堤防を遊歩道・
サイクリングロードとして整備しよう

湧水・用水をしっかりと守り、身近な
水辺を取り戻そう
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・沿道に花を植える（生ゴミの堆肥化）
・整った景観を守り、育て、新たにつくるルールづくり
の検討（地区計画制度の活用やまちづくり条例の検討）

●日野宿地域には、街並みが整った住宅地がある一方で、用水のある風景や、古い民家や祭りなどの
歴史的風景が残されています。

●これらの風景を守り育てるためのルールづくりや対策を行うことによって、風景を形づくるまちの
歴史や文化、風習、歳時記などを学び、ふるさと意識を育んでいける暮らしを目指します。

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

・都市計画道路の整備
・木造密集市街地の防災性向上のための生活幹線道路の
整備
・避難路や緊急車両通過のための地域住民の協力による
狭あい道路の拡幅整備
・交通標識の設置
・歩行環境のバリアフリー化
・都市計画道路の整備に伴う道路機能の見直し

●日野宿地域には、生活道路が車の抜け道になっているなど、安心して歩くことのできない道があり
ます。また、甲州街道は渋滞し、騒音・振動等の公害が出ています。

●道路の役割分担の見直しや幹線道路の緑化等による安心かつ潤いのある道づくりを進めるととも
に、地域にあるモノレール甲州街道駅を財産として育て、誰もが快適にまちなかを移動できる暮ら
しを目指します。

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

・休耕地を市民農園として整備
・日野市場の復活
・農産物の地域内流通の仕組みづくり

・古い民家や史跡の保全
・宿場町をコンセプトとした日野の景観づくり（甲州街
道の沿道景観の魅力化と路地を活かしたまちづくり）
・標識、案内板の設置
・祭りや行事の保全と積極的な参加の推進
・郷土史の編纂

・幹線道路の緑化（郷土種の植樹）
・中央線や国道20号線沿いの騒音・振動改善策の検討
・仲田緑地と多摩川をつなぐシンボルロードの整備

・甲州街道駅から万願寺駅までを観光街道として整備
（もてなしの空間づくり）
・各駅を結ぶバス路線の整備
・朝市やフリーマーケットの開催

暮らし方の目標

暮らし方の目標 いらいらすることなく、安心してまちなかに出かけられる暮らし

【街並み保全プロジェクト】

【農のあるまちプロジェクト】

【郷土を守ろうプロジェクト】

【安全・安心な道づくりプロジェクト】

【潤いのある道づくりプロジェクト】

【モノレール活性化プロジェクト】

まちの歴史や文化、風習、歳時記を学び、
ふるさと意識を育める暮らし

美しい街並みをしっかりと守り、育て
ていこう

日野の歴史的な遺産をまちづくりに取り
込み、ふるさと意識を育てよう

モノレール甲州街道駅を地域の財産と
して育てよう

歩行者も自転車も車も、安心して移動
できるように交通体系を見直し、子ど
もの遊ぶ声が聞こえるような静かなま
ちをつくろう

農のあるまちを残そう
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駅を降りてから歩いているうちに買い物が
済むような駅前のある暮らし

・駅舎の特徴を大切にした駅改良
・「杜の広場」の整備（杜の駅）
・放置自転車を活用した駅前レンタサイクルの導入の
検討
・市民によるJRとの交渉

●日野駅は、日野に訪れる人が最初に目にする「日野の玄関口」としての役割を担っています。
●日野の駅舎を活かした改良整備や「杜の広場」の整備による杜の駅づくりを進め、歩いて買い物が
できるような空間を整備するだけでなく、地域住民と商店会が協働して商店街のあり方を考え、対
面販売のできる商店街として活性化させることによって、駅前を歩いているうちに買い物が済ませ
られるような暮らしを目指します。

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

日野の産業を支えてきた工場と地域の生活が共存できる暮らし

・住工混在の解消（地区計画制度等の活用）
・工場緑化の推進
・工場を周辺の住環境にあったものとするため、施設デ
ザインを検討
・低層住宅地周辺における高層住宅の建設及び整った景
観と良好な環境を保全するためのルールづくり（地区
計画やまちづくり条例の検討など）
・工場の施設や緑地の開放

●日野宿地域には、日野の産業を支えてきた工場があります。
●地区計画の活用などによる住工混在の解消や工場の緑化等によって、より良い住環境を追求するだ
けでなく、工場の施設等を地域に開放することによって、工場と地域での生活とが共存できる暮ら
しを目指します。

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

・駐輪場の整備
・対面販売ができる歩行者空間づくり
・多目的施設の整備
・日野駅前への行政サービス機能の検討
・駅前への車の進入規制
・地域住民と日野駅周辺商店会による商店会の在り方の
検討

暮らし方の目標

暮らし方の目標

【杜の駅プロジェクト】

【商店街活性化プロジェクト】

【住工共存プロジェクト】

日野駅を日野の玄関にしよう

日野駅を交流拠点として、対面販売の
ある商店街として活性化させよう

日野の産業を支えている工場と共存し
たまちづくりを進めていこう
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誰もが安心して心地よく毎日を過ごすことができる暮らし

・子育て支援施設の整備（地域の中で子育てについて話
せる場づくり）
・医療施設の充実
・地域内での子育て情報ネットワークの確保

●日野宿地域は、誰もが住み続けたいと思えるようなまちになることが望まれています。
●安心して子育てができるような環境の充実化、高齢者が集える場や人と人とのふれあいが生まれる
場の整備等により、誰にとっても地域の中に居場所のある暮らしを目指します。

●また、密集住宅市街地の整備や地番の整理を行い、災害時にも危険が少ない、安心して毎日を過ご
すことができる暮らしを目指します。

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

・小中学校におけるインターネットの普及
・まちづくりへの参加のための仕組みづくり

●近年、まちづくりに対する関心が高まっています。
●公共施設におけるインターネットの普及やまちづくりに参加するための仕組みづくり等の取り組み
によって、誰もが気軽にまちづくりに参画できるような暮らしを目指します。

■ 目標を実現するための方針 ■ ■ プロジェクト ■

・生涯学習センター（公民館・図書館等）の整備
・学校の給食施設や教室等の開放
・高齢者が社会参加できる仕組みづくり

・日野本町など密集住宅市街地の整備促進（建替えによ
る不燃化促進、オープンスペースの確保、狭あい道路
の整備）
・町名地番の整理

・地域住民の手づくりによる公園整備
・総合体育館の整備
・空地を活用した子どもの居場所づくり
・学校等の開放
・市民の森スポーツ公園の施設内容の再検討

暮らし方の目標

暮らし方の目標

【子育て環境の充実化プロジェクト】

【高齢者の場づくりプロジェクト】

【安全なまちづくりプロジェクト】

【ふれあいの場づくりプロジェクト】

【市民参画まちづくりプロジェクト】

いつでも、どこでも、誰でも、まちづくりに参画するとができる暮らし

安心して子育てができる環境をつくろ
う

高齢者が安心して、いきいきとできる
拠り所のあるまちをつくろう

誰もが道に迷わず、災害時にも危険がな
い、住み続けられるまちをつくろう

インターネットでまちづくりに参加で
きる環境を整備しよう

子どもからお年寄りまで自由に過ごせ
る居場所や、人と人がふれあい、交流で
きる場をつくっていこう








